
美術科         

１ 学習の目的 

美術は、作品を制作したり、鑑賞したりする活動を通して、日本・世界の文化

や、わたしたちの身近な社会・生活の中にある“形”のよさや美しさを感じ取り、

心豊かな生活を生み出していくことを目的とする教科です。美術の授業を通して、

さまざまな作品の見方や感じ方を深めたり、自ら生み出した主題を工夫して表現す

るなど、創造活動の喜びを味わっていっていきましょう。 

 

２ 評価の方法 

評価の観点 着目している点 

項目 達成目標 

① 知識及び技能 対象や事象を捉える造形

的な視点について理解す

るとともに、表現方法を創

意工夫し、創造的に表すこ

とができるようにする。 

道具の使い方、材料の工

夫、学んだ技術の活用、作

品（意図に応じた表現が出

来ているか） 

② 思考力、判断力、表現力

等 

造形的なよさや美しさ、表

現の意図と工夫、美術の働

きなどについて考え、主題

を生み出し豊かに発想し

構想を練ったり、美術や美

術文化に対する見方や感

じ方を深めたりすること

ができるようにする。 

アイデアスケッチ、作品

（個性豊かな作品となっ

ているか） 

鑑賞活動への取り組み 

③ 学びに向かう力、人間

性等 

美術の創造活動の喜びを

味わい、美術を愛好する心

情を育み、感性を豊かに

し、心豊かな生活を創造し

ていく態度を養い、豊かな

情操を培う。 

授業や課題への取り組む

姿勢、クロッキー帳やプリ

ント、出欠席、忘れ物の有

無、提出物 

 

以上の①～③の各項目をそれぞれ A～Cで評価し、その合計点に基き５段階評価を行

います。 

 

３ 学習内容 

 １年生は色の学習やスケッチの方法などの基礎基本を学習します。２・３年生は発

展的な題材をテーマとし、各学年平面作品と立体作品の制作を行います。 

 

学習月 内容（１年） 内容（２年） 内容（３年） 

４月～ レタリング・色面構成 立体作品（素材：EPS） 立体造形（素材：木・石） 

７・８月 風景画・美術館訪問 風景画  

９月～ 立体造形（素材：粘土） 絵画（自画像） 絵画（空想画） 



1月～ デザイン デザイン 卒業制作 

 

４ その他 

・自分の感性を伸ばすためには、様々な場所へ赴き、多くの物事を観たり、聴いたり、

体験したりして、たくさんの経験を積むことが大切です。たくさんの経験（記憶）を

積むことで、作品を制作するときのヒントが増え、より個性豊かで良い作品になりま

す。 


